
 

 

 

 

 

 

登 録 番 号 ４８０ 

登 録 日 平成３０年１２月３日 

名 称 株式会社ジャパンファーム 

代表者職名・氏名 代表取締役 長瀬 伸弘 

所 在 地 〒８９９－７３０３ 

曽於郡大崎町益丸６５１ 

電 話 ０９９—４７６－０２３５ 

ﾎｰﾑﾍﾟ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ https://www.japanfarm.co.jp/ 

業 種 製造業 

業 務 概 要 ブロイラー（肉養鶏）の飼育管理、食肉製造工業、養豚業、バイオマス発電等 

行 動 計 画 期 間 令和８年４月１日 ～ 令和１３年３月３１日 

行 動 計 画 の 

主 な 内 容 
目標１）男性の育児休業取得を促進するための措置の実施。 

育児休業取得率 男性４０％以上、女性１００％の水準にする 

〈対策〉 

・令和 ８年４月～ 社員の具体的なニーズ調査、情報収集 

・令和 ９年４月～ 育児休業に関する制度・規程を社内掲示板に掲載。周知を

図る 

・令和１１年４月～ 取得者との意見交換、制度の見直しや改善等の調査 

目標２）年次有給休暇取得の促進 

    全社員の年次有給休暇平均取得日数１０日以上とする。 

<対策> 

・令和 ８年４月～ 部門ごとの取得率のモニタリング、問題点の抽出 

・令和 ９年４月～ 業務量の見直し、モニタリング結果の共有 

・令和１１年４月～ 部署ごとにおける問題点の検討、意見集約 

          取得率の低い従業員への声掛け、計画的有給取得の検討 

目標３）育児休業等、休業給付、労基法に基づく産前産後休業等の諸制度の

周知 

<対策> 

・令和 ８年４月～ 社内報・イントラネットを活用した周知、相談窓口の周知 

・令和 ９年４月～ 対象者に対して面談、制度内容を個別周知 

・令和１１年４月～ 事例紹介、社内報を活用した体験談の共有 

目標４）若年層に対するインターンシップ等の機会提供、雇用管理の改善 

・令和 ８年４月～ 受け入れフローの見直し、標準化 

・令和 ９年４月～ 大学・高校・専門学校・中学校との連携 

・令和１１年４月～ 参加者へのフォローアップ、アンケート実施、改善 

こんな両立支援に 

取り組んでいます 

■時間有休制度の取得しやすい職場環境作り 

■育児、介護や看護を目的として使用できる失効有休休暇の積み立て制度 

■育児休業からの時短勤務復帰者支援 

https://www.japanfarm.co.jp/

